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１－２．分析方法について



２．研究の方法

１）人間関係トレーニングの実施



表１．授業各回のねらいと内容
回 ねらい 内容

1
体験学習を体験する。
クラスのメンバーと知り合う中で、自分の気持
ちや行動に気づく。

実習　『フォースド・チョイス』

2
ラボラトリー方式の体験学習を理解する。
自分の対人コミュニケーションパターンに気づ
く。

小講義『ラボラトリー方式の体験学習によ
る人間関係トレーニングとは』
実習　『私の対人コミュニケーションの棚卸し』
小講義『効果的コミュニケーションの5つの
要素』

3

コミュニケーションの中で、お互いがどのよう
に話し・聴いているのかに気づく。
1way・2wayそれぞれのコミュニケーションか
ら生まれる感情に目を向ける。

実習『One way・Two way　コミュニケー
ション』
小講義『コミュニケーションのプロセスと
留意点』

4
自分の持っている自己概念に気づく。
自己概念が対人コミュニケーションに及ぼす影
響を知る。

実習　『Who am I』
小講義『自己概念』

5 自分の対人関係を見つめ、どのような感情の伝
え方をしているかに気づく。

実習　『私の対人地図』
小講義『感情の伝え方』

6
感情の働きや機能について知る。
感情と行動のつながりに目を向け、自分の感情
表現の傾向に気づく。

小講義『感情』
実習『感情とのつきあい方』

7 感情と行動のつながりに目を向け、自分の感情
表現の傾向に気づく② 実習『感情とのつきあい方』

8 グループのメンバーと出会う。 実習『グループ・エントランス』
個人の課題の明確化

9
グループで課題を達成する際に起こる様々な事
柄（個々のメンバーの動きやコミュニケーショ
ンの仕方など）に気づく。

個人の課題のわかちあい
小講義『コンテントとプロセス』
実習　『匠の里』

10 グループの中で起こっているプロセスを捉え、
フィードバックする力を養う。

小講義　『グループプロセスを捉える視点』
実習『サバイバル』

11

グループの中で起こっているプロセスを捉え、
それに働きかける。
わかちあいの意味を理解し、お互いの成長を目
指したフィードバックを試みる。

小講義　『ジョハリの窓』
実習 『名画鑑賞』

12

グループの中で起こっているプロセスを捉え、
それに働きかける②
自分自身の課題を明確にし、それに取り組む。
お互いの成長を目指したフィードバックを試みる。

実習『若い女性と水夫』

13
メンバー一人一人がグループプロセスに与えた
影響を捉え、お互いの成長を目指したフィード
バックを試みる。

実習『若い女性と水夫』つづき
実習　『フィードバック・サークル』

14
メンバー一人一人がグループプロセスに与えた
影響を捉え、お互いの成長を目指したフィード
バックを試みる②

実習　『フィードバック・サークル』つづき

15 半期間の学びをふりかえり、今後の自分の課題
を明確にする。 実習『私の旗』



２）気づきの言語化

３）分析データの準備

４）データ分析

３．結果と考察
３－１．TRUSTIAによる主題分類の結果



表２．TRUSTIAによる主題分類の結果
分類名 文書数 信頼度 代表語句 類似度

自己開示 3 100 自己開示/開示/自己/一方/傾聴 0.899
積極的 5 83 積極的/積極/参加/目標/設定 0.859
グループ 6 42 グループ/各メンバー/協力/グループ活動/最初 0.770
感情 6 60 感情/体調/間接表現/持続/伝え方 0.791
話 7 63 話/口火/グループ内/内容/関連 0.760
相手 10 66 相手/建設/建設的/目/勝手 0.720
意見 13 72 意見/他者/互い/お互い/他 0.739
人 13 61 人/初対面/対面/関係/緊張 0.643
自分 15 36 自分/対人関係/対人/能力/コミュニケーション 0.706
時間 16 12 時間/経験/変化/生活/ひとみしり 0.558

３－２．主題に含まれる文章内容の検討

３－２－１．主題名『自己開示』の検討

表３．主題名『自己開示』に分類された文章
本文 気づきのもととなった体験

１）自己開示も少しずつではあるができた。 授業全体をふりかえって
２） 自己開示をすることで自分を知ってもらいたい、理

解してほしいという気持ちが強いのだと思う。 実習『対人コミュニケーションの棚卸し』

３） 明確な表現は得意だが、その一方で傾聴と自己開示
が苦手である。 実習『対人コミュニケーションの棚卸し』

３－２－２．主題名『積極的』の検討



表４．主題名『積極的』に分類された文章
本文 気づきのもととなった体験

１） 積極的に発言や疑問に思ったことを質問するように
なった。 実習体験を通して

２）少し積極的になったと思う。 グループの雰囲気の影響
３） 積極的に参加するという目標を設定し、それに対し、

積極的になったというフィードバックを受け、進歩
を感じた。

グループメンバーとの関わり

４） 自分から積極的に働きかけて意見をまとめることが
できる。 グループメンバーとの関わり

５） 本当に大切なのはグループの中で自分の役割を見つ
け積極的に話し合いに参加することだと思った。 実習体験を通して

３－２－３．主題名『グループ』の検討

表５．主題名『グループ』に分類された文章
本文 気づきのもととなった体験

１） 知らない人ばかりがいるグループに入っていくとき
すごく不安に感じる。 授業を通して

２） 知らない人ばかりがいるグループに入った最初は、
不安を隠すように、相手を探って当たり障りのない
ことを言う。

授業を通して

３） グループになるとしっかりみんなに合わせようとい
う協調性があることに気がついた。 実習体験を通して

４） グループ活動のようなみんなで協力して何かするこ
とが好き。 授業全体をふりかえって



5） 集団の中にあまり話せていない子がいたら、グルー
プの中でリーダーシップを発揮していたメンバーの
ような言動で、その子によい影響をあたえることが
できたらいい。

グループメンバーの言動

6）各メンバーのグループにおける役割や位置が分かる。 グループメンバーとの関わり

３－２－４．主題名『感情』の検討

表６．主題名『感情』に分類された文章
本文 気づきのもととなった体験

１） 感情や体調によって、直接表現と間接表現を使い分
けている。 実習『感情とのつきあいかた』

２）感情の伝え方は、直接報告をすることが多い。 実習『感情とのつきあいかた』
３） 消えない感情を露呈してメリットが出ないときは抑

圧する。 小講義

４） よりよい関係を持続させるためには、日頃から感情
を伝えあうことが大事だと思った。 小講義

５） ネガティブな感情を伝え、納得がいかないときには
ぶつかってくことも必要だと思った。 小講義

６） 否定的な感情だけでなく、嬉しい、楽しい感情もそ
の都度伝えていくことも必要である。 小講義

３－２－５．主題名『話』の検討



表７．主題名『話』に分類された文章
本文 気づきのもととなった体験

１） 自分が今までいかに人の話を聞いてはいても、聴い
ていなかったということに気付いた。 授業を通して

２）私は話をしっかり聴くことができているようだ。 フィードバック
３） 多く語るほうではないが、話をしっかり聴くことは

出来ているということがわかった。 授業全体をふりかえって

４） 自分の話はつまらないと思われるのではないか、と
考えてしまったから、あまり自分から話を切り出す
ことができなかったのだと思う。

第1回授業

５） 内面的な話をするときは、表面的な話をするときよ
りも、周りからどう思われるかが気になり、発言す
るのに勇気が必要だった。

第1回授業

６） 会話をするとき、話したい人というのは意外と多く
その話をよく聴くことが自分の中では大切だと考え
て生きてきたため、まず相手の話を聞いてそれに対
して自分の意見を述べるということも非常に多かっ
たと思う。

日常の中での体験

７） 常に話の口火を切ったり、議論が息詰まったりした
時に内容に関連した冗談などを言って、一度空気を
入れ替えていたり、一つの話題について、メンバー
たちに話を振ったりして、リーダー性を感じられる
などの意見をいただいているので、グループ内では、
リーダーないしは話の進行役だと思う。

フィードバック

３－２－６．主題名『相手』の検討

表８．主題名『相手』に分類された文章
本文 気づきのもととなった体験

１） 話し手では、自分の伝えたいことを相手に理解して
もらうために、もっと簡潔に話すことが必要だと学
んだ。

実習体験を通して

２） 聞き手になるときは、相手の会話や説明で分からな
いこと、あいまいなことをそのまま聞き流して、大
体の感じで返事していることがあった。

実習体験を通して

３） 自分が普段怒ったとき、黙って直接相手に何か表現
するということをしていない、そのためにストレス
をためて、相手との関係もぎくしゃくしてしまって
いる。

実習『感情とのつきあいかた』

４） 私は喧嘩になるのが嫌で、自分が我慢すればいいと
思い、ネガティブな感情を相手に伝えることを避け
てきた。

小講義



５） 相手の目を恐れずに、自分から歩み寄っていけるよ
うになりたい。 日常の中での体験

６） 建設的にネガティブな意見を相手に伝えることが出
来た。 授業全体をふりかえって

７） 相手の目を見ること、少しでも相槌や反応を返すこ
とを心がけるようになったと思う。 グループメンバーの言動

８） 相手が感情を伝えてきたときに、私がいかに建設的
に受け入れ、聴くことができるかも重要だと思う。 小講義

９） 相手に嫌われるかもという感情に関しても、自分が
真剣に「もう一度教えてほしい」といった意志をもっ
て伝えれば、嫌な印象をうけないのではないか。

日常の中での体験

10） こちらが勝手に距離をとり、壁を作ってしまったら、
相手も同じことをし、お互いに悪影響を与えてしまう。日常の中での体験

３－２－７．主題名『意見』の検討

表９．主題名『意見』に分類された文章
本文 気づきのもととなった体験

１） 他者と違う意見や自分の意思を言えるようになった
と感じる。 グループ活動の繰り返しから

２） 他者と違う意見でも、自分が怖れているよりも、周
りは受け入れてくれることがわかった。 グループメンバーとの関わり

３） 後半グループでは回を重ねるごとに自分の思ってい
る意見を遠慮せずに言えるようになったと思う。 グループメンバーとの関わり

４） 他のメンバーと自分だけ意見が違っていたため少し
不安になりとまどったが、他のメンバーが違う意見
に関心を持って聞いてくれたため、安心して自分の
意見を言うことができた。

実習『サバイバル』

５） 私もグループの友達に厳しい意見を言えるようになっ
たのでお互いを高め合える関係になっているのかな
とうれしく思った。

フィードバック



６） 自分の意見を主張するときは、明確な理由もつけて
メンバー達に論理的に納得してもらえるようにする。 グループメンバーとの関わり

７） 意見の相違や勘違いで対立したとき、急いでいる状
況だと自分の意見を言う前に相手の意見を全部聞い
てからタイミング良く話し出すのが苦手である。

グループメンバーとの関わり

８） 集団で一人だけ意見が違う場合は他の多数の意見に
同調することが多い。 実習『対人コミュニケーションの棚卸し』

９） 多数決を使わない分、みんなが違う意見の人の話を
聞き流さず最後まで聞き、すぐに結論を出さず深い
ところまでお互いの意見を議論できるというメリッ
トがある。

実習『サバイバル』

10） グループの人に「意見がぶれなくて良い」などの意
見をもらって、自分の新しい一面に気づかされた。 フィードバックから

11） グループの話し合いにおいても自分の意見はなかな
か変えない。 授業全体をふりかえって

12） グループの意見をひとつにまとめた後に、全員が納
得できているか再確認する。 グループメンバーとの関わり

13） 他者の意見や少数意見は自分の視野を広げてくれる
こともわかった。 グループメンバーとの関わり

３－２－８．主題名『人』の検討



表10．主題名『人』に分類された文章
本文 気づきのもととなった体験

１） 直感的に苦手だと感じる相手のとき以外は、緊張は
するがたとえ初対面であっても自分から積極的に話
しかけて話題を広げることはできる。

実習体験を通して

２） あまり話したことのない人たちには、当たり障りの
ない話をして、これからの続くかもしれない関係に
支障がないようにする。

実習体験を通して

３） 自分のことを前向きにとらえている部分が多いため、
人に言われたことを素直に受け入れられないことが
よくある。

実習『対人コミュニケーションの棚卸し』

４） 悩み事に関しては、本当にごく一部の人にしか言わ
ない。 実習『対人コミュニケーションの棚卸し』

５） 同じ「仲のいい友達」でも、その人といるときの自
分のポジションやキャラクターが人によって少し違
うと感じた。

実習『私の対人地図』

６） とても親しいわけではないが関わる必要のある人に
は、感謝の気持ちはいいやすい分、怒りや疑問を感
じても、あまり態度に出さずに自分の中にため込ん
でいると気づいた。

実習『私の対人地図』

７） 逆に１～２回ぐらいしか話したことのない人たちとは、
間接報告や直接表現を用いて、これからも関係が続
いていくかもしれないので、当たり障りのない話をす
ることで、その人がどういう性格であるのか、どうい
う考えの持ち主なのかを知って、信頼できるかどうか
などを考えて、直接報告に切り替えたりする。

実習『感情とのつきあいかた』

８） 親しい関係の人たちに対し、言わなくても彼らは私
の気持ちをわかってくれるだろうと思い込んでいた
が、そうではないことに気が付いた。

小講義

９） ほとんどの人が初対面で、なかなか自分から話がで
きなかった。 第1回授業

10） 初対面の人に対して緊張や不安を感じるけれど、話
しかけて仲良くなりたいという意識からわりと発言
を意識的にしていた。

第1回授業

11） 初対面の人にも、そんなに仲がいいわけではない友
人に対しても、会話を盛り上げるために、自分のこ
とをよく話している。

実習『対人コミュニケーションの棚卸し』

12） 相手の立場に立ってみて、どうされたら嬉しいか、ど
うしたら良い人間関係を築くことができるかを、常に
考えて、これから周りの人たちと関わっていきたい。

授業を通して

13） ネガティブな感情を伝えることは勇気が必要で苦手
で、すぐに身につくことではないと思うけど、大切
な人にこそ実践していかなければならないと思う。

小講義

３－２－９．主題名『自分』の検討



表11．主題名『自分』に分類された文章
本文 気づきのもととなった体験

１）自分の思ったことは素直に伝える方である。 授業全体をふりかえって
２） 自分は極めてコミュニケーション能力が低い人間だ

と思ってこの授業に挑んだが、そうではなくとても
普遍的なコミュニケーションをとる人間だった。

授業全体をふりかえって

３） 違う意見を受け入れるときは、自分から質問するな
どをして妥協しない。 グループメンバーとの関わり

４） 質問されたり話しかけられるのを待ち、聞き手にま
わっている、消極的な自分になっていた。 第1回授業

５）自分の対人関係は非常にせまいことがわかりました。 実習『私の対人地図』
６） 他人を自分の中ではっきりと区別して位置づけをしている。授業全体をふりかえって
７） 自分を形成しているものは属性や外見より、内面や性
格だと思っている。 実習『Who am I ？』

８）自分が思っているほど自分を肯定的に捉えていない。 実習『Who am I ？』
９） 自分の行動に対して、改善できることは否定的に、

どうしようもない事実は中立的に捉えている。 実習『Who am I ？』

10） 自分を肯定することが多く、それが傾聴の低さにつ
ながっていることを知った。 実習『Who am I ？』

11） 自分の対人関係やコミュニケーション、グループでの
自分に様々な特徴があることに気づくことができた。 授業全体をふりかえって

12） 自分の対人関係やコミュニケーション能力について考
え、自分と向き合えた。 体験学習を通して

13）自分自身の傾向を知り、課題が見つかった。 授業を通して
14） 普段の生活をしているだけでは気づけない、自分の

一面や能力に気づくことができた。 体験学習を通して

15） 何が足りなかったのか自分でも気づくことができな
い点を具体的に伝えてくれた友達もいたので非常に
自分にとって糧となった。

フィードバック

３－２－10．主題名『時間』の検討



表12．主題名『時間』に分類された文章

本文 気づきのもととなった体験 適切だと考え
られる主題

１） 少しずつ変化することの大切さを学ぶことが出
来た。 授業全体をふりかえって 時間

２） 回を増すごとに、時間をかけたり活動を行うこ
との重要性が理解できるようになっていた。 授業全体をふりかえって 時間

３） 人見知りはしないが、一度苦手だと思ってしま
うと極端に口数が減ってしまう。 実習体験を通して 自分①

４） 発言力は長所であるがといえるが、せっかちで
短気であることは短所である。 実習体験を通して 人②

５） 分からないことがあっても分からないと言わず、
分かったふりをする。 授業を通して 自分①

６）リーダーかサブリーダーを務めることが多い。 グループメンバーとの関わり 自分①
７）伝えることの大切さを学んだ。 小講義 感情②
９）自己概念や経験に縛られて生活している。 小講義 自分②
６） 少しひとみしりをする傾向があることに気付いた。第１回授業 自分①
10）同性に対してよりも異性に対して緊張していた。第１回授業 人
11） 仲がよければよいほど、恥ずかしさと照れくさ

さから、普段あまり感謝の気持ちを伝えられて
いない。

実習『私の対人地図』 感情②

12） 大学生活で出会った人物に大きな影響を受けて
いると気づいた。 実習『私の対人地図』 自分②

13） 親・親戚とほとんどの友人に対して直接報告を
している。 実習『感情とのつきあいかた』 感情①

14） 壁を壊すことが出来、後は時間と経験でコミュ
ニケーションのとり方というものは自然とわか
るのだと思った。

あえて自分からコミュニケー
ションをとらなければならな
い状態を作ること

時間

15）少し変化してみたいと思うようになった。 ジャーナルのコメントを見て 時間
16）聴くときの集中力がない。 日常の中での体験 話

３－３．体験学習を通して得られた気づきの様相に関するまとめ





表13．体験学習を通して得られた気づきの分類

分類名（文章数） 分類された文章に共通する気づき 気づきの詳細（文章数） 気づきの内容

積極的（５） 積極性に関する気づき
実習を通して積極的になっていった自
分（３） 変化

その他（２） 特徴・一般化

グループ（７） グループ体験から得られ
た自分への気づき

グループへ入っていく時に自分の中で
起こったプロセスや、そこから起こし
た行動の傾向（２）

特徴・傾向

グループ活動を通して気づいた自分の
傾向や課題（５） 特徴・傾向

感情（９） 感情を伝えることにまつ
わる気づき

自分の感情の伝え方の傾向（５） 特徴・傾向
感情を伝えること、あるいは伝え方の
重要性（４） 一般化

話（８）
他者と話をすることに
よって生まれた自分への
気づき

話を聴けている、あるいは聴けていな
い自分（４） 特徴・傾向

話し合いの際に自分の中で起こってい
たプロセスと、それによって起こした
行動（４）

特徴・傾向

相手（11）
他者の存在や他者との関
わりを通して気づいた自
分のありよう

自分の関わり方の問題点や課題（５） 傾向・課題
自分の変化（３） 変化
感情を伝え合う際の留意点（３） 一般化

意見（13）
自分や他者がもつ意見の
扱い方や、そこから生ま
れる影響に関する気づき

自分の意見を他者へ伝えられるように
なった（５） 変化

自分の意見の扱い方（６） 特徴・傾向
他者の意見の扱い方（４） 特徴・傾向
その他（１） 一般化

人（15） 人との関わりにおける自
分の特徴や課題

自分にとってどのような関係の人に対
して、どのような関わり方をする傾向
があるか （９）

特徴・傾向

初対面の人に対して生まれるプロセス
や行動の傾向（３） 特徴・傾向

人と関わる際の課題と目標（３） 課題

自分（22） 自分自身に関する気づき

自分の対人関係やコミュニケーション
の特徴（10） 特徴・傾向

自分の観方・考え方の特徴（８） 特徴・傾向
自分と向き合い、気づいた（３） 特徴・課題
日常では気づけない自分に気づくチャ
ンスとなった（２） 特徴・傾向

時間（４） 時間をかけて変化するこ
とに関する気づき

時間をかけて変化することに関する気
づき（４） 変化



４．今後に向けての課題

４－１．気づきの広がりに関する課題と展望



４－２．気づきの深まりに関する課題と展望



４－３．安全なトレーニング環境の確保に関する課題



５．体験学習研究おけるTRUSTIAの利用可能性について



６．おわりに



参考文献

図１．社会人基礎力を構成する3つの能力と12の能力要素（出典：経済産業省）






